
























(hiPS-CM) を得た。 hiPS-CM4X 106個とヒ卜線維芽細胞 0.8XI06個を温度応答性培養皿l枚
に混合倍養し、 l日後、室温とし hiPS-CMシートとして回収した。また、 hiPS・CMI音養上清中に
はHGF、L1F.SDFla 、11-6、MCP-I、MIFといった心筋保護因子の産生を認めた.これらシート
B枚を、 Ameroidconstrictorを左前下行枝 1;:装着し作成したミニプタ(メス、 20kg)虚血性















































これらの研究はヒト iP S細胞を用いた心筋再生療法の世界初の概念実証 (prool01 concepl) 
であり、今後ますます期待される重症心不全に対する再生医療に大きく貢献するものと考え
られる。
上記内容から本論文は学位の授与に値すると考えられる。
*A4で本紙1部，コピー92部を提出してください。
